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皆
さ
ん
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
は
「
戌
年
」
干
支
の
順
番
で

は
最
後
か
ら
２
番
目
で
す
が
、
ど
う

や
ら
こ
の
順
序
は
「
元
旦
に
神
様
の

と
こ
ろ
に
到
着
し
た
順
番
」
で
決
め 

 

気
付
き
、
怒

っ
た
猫
は
今

で
も
ネ
ズ
ミ

を
追
い
か
け

て

い

る

と

か
・
・
・ 

桃
太
郎
で
お

馴
染
み
の
申

（
さ
る
）
酉

（
キ
ジ
）
戌

（
犬
）
を
引

き
連
れ
て
の

鬼
退
治
も
干

支
を
１
２
角

形
に
す
る
と

鬼
門
の
方
角

が
申
・
酉
・

戌
と
な
り
鬼

を
寄
せ
付
け

な
い
守
護
神

と
さ
れ
て
い

る
ら
し
い
。 

ら
れ
た
と
か
？
当
初
は
猫
も
参
加

し
て
い
た
が
、
子
（
ネ
ズ
ミ
）
に

騙
さ
れ
て
到
着
す
る
日
を
「
元
旦

の
翌
日
」
と
教
え
ら
れ
、
猫
が
到

着
し
た
頃
に
は
誰
も
お
ら
ず
、
そ

こ
で
よ
う
や
く
騙
さ
れ
た
こ
と
に 

 

「２
０
１
８
年 

年
頭
に
寄
せ
て
」 

 

行
動
を
起
こ
せ
ば
、
「幸
運
」に
巡
り
逢
え
る 

 

代
表
理
事 

飯 

田 

勇 

夫 
 

正
月
な
れ
ば
こ
そ
神
話
や
伝
説
を
肴

に
一
献
傾
け
る
の
も
日
本
人
な
ら
で

は
の
文
化
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

昨
年
は
、
我
が
富
士
北
麓
ま
ち
づ

く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
愛
称
”
富
士

ま
ち
ネ
ッ
ト
”
）
も
国
際
交
流
・
地

域
活
性
の
大
き
な
要
と
し
て
「
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
も
だ
ち
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
催
。
初
め
て
の
企
画
と
な

る
た
め
不
安
を
抱
え
な
が
ら
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
会
員
は
も
と
よ
り
、
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
や
青
少
年
セ
ン
タ
ー
を
利

用
さ
れ
て
い
る
多
く
の
方
々
の
協
力

も
得
な
が
ら
暗
中
模
索
で
進
め
た

が
、
い
ざ
ふ
た
を
開
け
て
見
る
と
想

定
２
０
０
人
で
用
意
し
た
食
材
も
午

前
中
か
ら
各
売
場
で
「
完
売
」
が
続

出
・
・
・
・
・
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
腹

を
空
か
せ
て
の
奮
闘
に
協
賛
し
て
い

た
だ
い
た
市
の
国
際
交
流
課
職
員
も

び
っ
く
り
。
富
士
吉
田
国
際
親
善
委

員
会
の
会
長
か
ら
も
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
会
員

さ
ん
の
結
集
力
と
実
行
力
は
素
晴
ら

し
い
」
と
、
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
い 

 

 

ポ
チ
た
ま
の
部
屋 

２
０
１
７
年
の
最
大
の
ニ
ュ
ー
ス

は
、
「
モ
リ
・
カ
ケ
問
題
」
だ
っ
た
。

夏
、
安
倍
首
相
の
古
里
・
山
口
県
の

ソ
バ
屋
か
ら
モ
リ
と
カ
ケ
が
消
え
た

と
い
う
ジ
ョ
ー
ク
は
、
こ
の
問
題
を

極
め
て
的
確
に
皮
肉
っ
て
い
る
。
１

月
に
始
ま
る
通
常
国
会
で
は
、
安
倍

首
相
の
昭
恵
夫
人
と
加
計
学
園
の
加

計
孝
太
郎
理
事
長
、
そ
れ
に
「
モ
リ

問
題
」
で
名
答
弁
を
し
て
国
税
庁
長

官
に
出
世
し
た
佐
川
宣
寿
氏
を
証
人

喚
問
す
る
べ
き
だ
。
し
か
し
、
政
府

側
は
拒
否
す
る
に
違
い
な
い
。
野
党

は
そ
ん
な
政
府
の
姿
勢
を
追
及
し
つ

つ
も
歓
迎
し
た
方
が
良
い
。
な
ぜ
な

ら
、「
何
か
裏
が
あ
る
」
と
い
う
国
民

の
疑
惑
が
次
の
総
選
挙
ま
で
残
る
か

ら
だ
。
（
Ａ
） 

た
。 来

館
さ
れ
た
外
国
の
方
は
ベ
ト
ナ

ム
・
ネ
パ
ー
ル
・
韓
国
・
中
国
・
ア

メ
リ
カ
と
多
岐
に
わ
た
り
、
富
士
北

麓
以
外
の
南
ア
ル
プ
ス
市
か
ら
も
親

子
連
れ
が
来
ら
れ
、
昨
年
１
０
月
３

０
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
交
流
研
修
を
行
っ
た

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
」（
南
ア
ル
プ

ス
市
）
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
感

謝
す
る
次
第
で
あ
る
。 

 

行
動
が
生
ん
だ 

片
岡
伸
介
常
設
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

昨
年
度
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
業
計
画
で
教

育
文
化
の
向
上
や
美
術
絵
画
学
習
に

触
れ
合
う
場
と
し
て
、
青
少
年
セ
ン 
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タ
ー
に
片
岡
伸
介
画
伯
の
絵
を
展

示
活
用
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ

ん
な
思
い
か
ら
市
に
要
望
し
て
き

た
結
果
、
承
諾
を
頂
き
富
士
吉
田
市

教
育
委
員
会
主
催
の
「
片
岡
伸
介
回

顧
展
」
が
終
了
し
た
後
、
回
顧
展
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
ら
れ
た

國
島
先
生
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

約
３
０
点
の
貴
重
な
絵
画
を
青
少

年
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
、
２
階
通
路
及

び
談
話
フ
ロ
ア
ー
に
展
示
す
る
運

び
と
な
っ
た
。 

赤
い
屋
根
は
、
新
年
早
々
に
し

て
芸
術
的
な
雰
囲
気
に
彩
ら
れ
た

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
変
身
す
る

こ
と
が
で
き
、利
用
者
の
皆
さ
ん
か

ら
は
「
お
〜
す
げ
〜
じ
ゃ
ん
、
な

に
！
こ
れ
は
」「
見
違
え
る
よ
う
に

な
っ
た
ネ
、
明
る
く
感
じ
る
よ
！
」

「
ワ
〜
美
術
館
に
来
た
み
た
い
、
友

達

を

誘

っ
て

見

に
来

て

も

い

〜
？
」
。
そ
ん
な
会
話
が
セ
ン
タ
ー

内
に
響
き
渡
っ
て
お
り
、完
成
披
露

を
待
た
ず
利
用
者
の
関
心
は
上
々
。 

実
は
４
年
近
く
前
に
話
は
遡
る

が
、
富
士
吉
田
市
新
屋
地
区
で
生
産

さ
れ
た
お
米
ミ
ル
キ
ー
ク
ィ
ー
ン

を
片
岡
伸
介
画
伯
に
提
供
さ
れ
て

い
た
武
藤
様
よ
り
、
絵
画
を
青
少
年

セ
ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
て
は
・
・
・

と
の
話
が
発
端
と
な
り
、当
時
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
法
村
代
表
理
事
、
斎
藤
副
理
事

そ
し
て
私
の
３
人
で
絵
の
提
供
者

で
あ
り
、
ご
遺
族
あ
た
る
白
崎
桃
子

様
宅
に
お
邪
魔
し
た
の
で
あ
る
。 

当
初
１
〜
２
枚
の
絵
画
を
寄
贈

頂
け
る
の
か
と
想
像
し
て
出
向
い

た
も
の
の
、
話
が
進
む
と
「
お
好

き
な
だ
け
お
持
ち
く
だ
さ
い
」
が
、

最
終
的
に
は
「
３
〜
４
０
０
枚
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
一
度
石
神
井
台

の
ア
ト
リ
エ
に
お
越
し
下
さ
い
」

に
話
が
変
わ
り
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
さ
に
参
加
し
た
我
ら
一
同

顔
を
見
合
わ
せ
、
右
往
左
往
し
た

こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い

る
。 そ

の
時
の
夢
が
、
今
こ
う
し
て

白
崎
様
御
夫
妻
を
は
じ
め
、
富
士

吉
田
市
や
國
島
先
生
の
ご
尽
力
に

よ
り
実
現
し
、
１
月
１
３
日
に
は

常
設
展
示
場
と
し
て
の
青
少
年
セ

ン
タ
ー
で
完
成
披
露
を
祝
う
運
び

と
な
っ
た
。 

平
成
３
０
年
の
初
行
事
と
な
る

が
、
干
支
で
は
最
後
か
ら
２
番
目

の
戌
も
、
い
ろ
は
か
る
た
の
最
初

は
「
犬
も
歩
け
ば
棒
に
当
た
る
」 

考

え

て

じ

っ

と

し

て

ば

か

り
い
な
い
で
、
と
に
か
く
何
で

も
い
い
か
ら
行
動
を
起
こ
し

て
み
れ
ば
思
わ
ぬ
幸
運
に
め

ぐ
り
逢
う
事
の
例
え
通
り
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
富
士
ま
ち
ネ
ッ
ト
各
メ

ン
バ
ー
の
行 

動
力
か
ら
実 

を
結
ん
だ
輝 

か
し
い
年
の 

第
一
歩
で
は 

な
い
だ
ろ
う
か
。 

 
 赤い屋根が「ギャラリー」になった！ 

  
                                       國 島 康 敬  

赤い屋根に大きな、かわいい絵が飾られま

した。 

片岡伸介という画家の絵です。 

片岡先生の絵が、富士吉田市に寄贈され、

2017 年 12 月 3 日まで市民会館で回顧展を行

い、その後この赤い屋根に 30～40 点ほど展

示されています。 

片岡先生は冨士の麓に住む事を願ってい

ましたが、2012 年に病気で他界してしまいま

した。76 歳でした。 

 
 
遺族の妹である白崎桃子様が市に寄贈され、堀内市長が市の文化芸術に役立つことを祈念し、修理、額装、

選定、図録、展示等々のコーディネートを國島に依頼。3 年半の歳月の後に、この展示（回顧展）となりまし

た。 

片岡先生が所属していた独立美術協会は、個性豊かで、実力は日本で 1～2を競う美術団体です。文化勲章、

芸術院会員等日本の頂点いる先生方と共に片岡先生は活躍されていました。 

その創作活動は厳密に計算され、厳しく時間のかかる作画法

をあえて取り入れた構図法、また色彩法は明暗法をベースに独

自の色彩調和法を持ち、緻密に計算された画面、人物の配置は

的確なバランスと美しいパステルトーンによる絶妙の変化と

調和があります。 

片岡先生の絵を見て何か心に感じたものがありましたらう

れしいです。 

展示は全作品のほんの一部ですが、皆様が何か感じた事、聞

きたい事などがありましたら、アンケート箱にお願いします。 

皆様と共に芸術を語り合う機会を設けたいと思います。 

ボート遊び 
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 「インタナショナルともだちフェスタ」を開催しました！   
                                              Ｈ Ｗ 

 
市から青少年センターの管理を委託されて 7年。手探りで始めた運営の中

で、毎年秋の一日、青少年センターのロビーでほのぼのコンサートを開いて

いた。ヴァイオリンとピアノであったり、フォークソングであったり。けれ

どもなかなか集客がむつかしい。そこで今年は、我がＮＰＯの基調の一でも

ある国際交流を考え、この富士北麓地域に生活する外国人の方々との交流会

を開くことにした。名付けて「インタナショナルともだちフェスタ」。夏の終

わりに実行委員会を立ち上げ、日本文化の体験、ステージ出演者、出店の依

頼等考え、できあがったチラシはあちこちに配布し、都留文科大の留学生に

も声をかけ、市の国際交流課の方たちも外国の方の相談のためブースを設け

てくれることとなった。 

前日の準備も終え、いよいよ当日はたしてどのくらいの方が来館して下さ

るか。それだけが心配だった。 

 

12 月 2 日、開館と同時に館内には人があふれ、書道や着付け、

絵手紙の体験コーナーもいっぱいだった。ホールで行ったもちつ

き体験も杵を持つ人が切れることなく、食堂で出されるフォー

（ベトナム料理）にも大勢の人がならんだ。思ってもみなかった

展開で、スタッフはただただ対応に追われ、あっという間の一日

だった。たくさんの人が来てくれて良かった、みんな楽しかった

と言ってくれたとスタッフ一同喜んだ。が、そのたくさんの方々

への細かい対応ができなかった。一方通行の日本文化の紹介にな

っていた。スタッフこそ外国の方と交流をしたいのにそれもでき

なかった。反省点は多い。初めての試みではあるが、地域にたく

さんの外国の方がいるという事、そして交流の場を求めていると

いう事は十分わかったように思う。これからどういう形で NPO

として国際交流を深めていくか、そこから考えていこうという出

発点がわかったように思う。 

 

Kaiho ３ 



 
 特定非営利活動法人富士北麓まちづくりネットワーク 

             第 8 回研修旅行 報告 
 

                                     報告者・渡邊敏雄 
日 時 平成 29 年 10 月 30 日～31 日（一泊二日） 

行 先・テーマ「山梨県内の主な施設の見学 

及び認定ＮＰＯ法人フードバンク山梨での研修会」 

参加者数  ＮＰＯ会員・15名 

《一日目》 午前 8 時、集合場所青少年センターを出発。途中で一名乗

車するのは何時もの事で、御坂峠は 15名で越えた。 

9 時 30 分。山梨日日新聞社ビル着。早速、館内見学。階段

利用が多く６階に着いた時は息も絶えだえになった。スタ

ジオ見学。ラジオ放送を生で体験した。次は、県庁の視察

だった。早川県議のお出迎えを戴き、議場で記念写真を撮

り、会議室で県民課、国際親善課の活動説明を伺った。 

昼食は、勝沼の秋山さんの紹介でぶどうの丘にて洋食をい

ただいた。午後のスケジュールのお膳立ては、全て秋山さ

んのお世話になった。 

石段を百段登った大善寺。ワイナリーの地下を見学したが、

闇の棚に眠る葡萄酒の運命は？ 秋山さんの柿、葡萄をは

じめ果物王国の味を堪能した。 

宿泊先、ヴィラ本栖には、午後５時に着いて、ゆっくり湯

に浸かった。 

《二日目》 午前９時出発。下部温泉金山博物館見学。坑夫は戦国時代

強力な戦力だった事を知った。次に富士川クラフトパーク

に寄ったが、広い敷地に人影は まばらだった。昼食は、

南アルプス市「ビストロホサカ」。二日続けてのハンバー

グになったが美味しかった。「フードバンク山梨」では、

米山けい子理事長の業務実績、直近の活動等つぶさに伺っ

た。配送倉庫にも寄り作業の厳しい現場を実感した。 

最後の見学場所は根津記念館、ゆっくり池の鯉に餌を与え

研修を締め括った。 
 

 オルケスタ若草活動（報告） 
 

                                      オルケスタ若草 齋藤 
  
12 月 23 日 スイートベリ

ー勝山においてクリスマス会

が開催され、オルケスタ若草

は演奏に伺いました。アニメ

やクリスマスソング、AKB48

のヒット曲などを演奏して、

一緒に歌ったりおどったりと

楽しい時間をすごしました。 

YBS ニューススタジオ 

県議会議場にて 

フードバンク山梨 

米山けい子理事長と 

Kaiho ４ 



 

 事務局だより   
   

☆１０月２２日 ふじよしだフォーラムが台風の中開催。 

本ＮＰＯは６名の出席。県繊維工業試験所の職員による講演があ

り好評だった。総合司会者の斎藤容子も見事に役目を努めた。 

☆１０月３０日３１日、ＮＰＯ研修旅行、１５名参加、初日朝一は 

ＹＢＳ本社見学、六階まで階段を登りしんどかった。２番目は県 

庁舎見学のあと国際親善課と交流した。昼食は、勝沼ぶどうの丘 

レストラン、その後、大善寺、ワイナリーと周り、本栖湖畔の宿 

泊所、ヴィラ本栖にはｐｍ５時に到着 

二日目は、下部金山博物館、富士川クラフトパーク、昼食は、南アルプス市、ビストロホサカ、フード

バンク山梨、根津記念館、詳細に付いては別に掲載。 

☆１２月２日（土）青少年センターに於いてインターナショナルともだちフェスタについては、別に掲載

する。 

☆１２月３日（日）第３３回北麓雀健倶楽部富士吉田大麻雀大会開催。

３２名の参加。 

年３回の大会は堅持し、取り決めを順守しつつ、焦らず奢らず継続し

て参ります。今後のご支援をよろしくお願いいたします。 

☆１２月４日(月)青少年センターに片岡伸介画伯の絵画が搬入され展示始まる。 

 年明け１月１３日（土）午後、オープニングパーテイー開催。会員の出席をお願いします。 
  

市民ふれあいセンターだより     ふれあいセンター センター長 佐藤雄三 
  
新年明けましておめでとうございます。 

今年もスタッフ一同こころを一つにして、利用者の皆さんに明るい対応を心がけて頑張っていく所存

です。本年もご指導ご鞭撻よろしくお願い致します 

新年度になりますが、今年もふれあいセンターまつり、教養講座、親睦の麻雀囲碁大会の継続を中心

に、富士山自遊大学及び文化音楽スポーツ等、各種教室の利用場所として気持ちよく使ってもらえるよう

に、提供していきたいと思います。 

今回は、富士山自遊大学の利用について紹介します。 

 

エンジョイフラダンス 午前 第１,３,４水曜日 たのしく３Ｂ体操   夜  第２,４火曜日 

姿勢美ウォーキング  午前 毎週木曜日 ３Ｂ体操なかよしＪｒ 午前 第４土曜日 

韓国舞踊       夜  第２,４金曜日  

以上の５教室を、ふれあいセンターにて利用しています。 

今年も４～５月に募集があると思います。 

試しに参加してみてはどうでしょうか？ 

  他の教室等については、またの機会に紹介したいと思います。 

 
会報「ぼちぼち」は、インターネットホームページでもご覧いただけます。 

ＵＲＬは、 

http://www.mfi.or.jp/machizukuri/です。 

また、会報に掲載する記事は、随時受けております。 

普段の生活の中で考えている事や身近な出来事、是非皆で共有しましょう！ 

広報渉外部会メールアドレスは、mkin1962@ybb.ne.jp まで、お待ちしております!! 
 

ＮＰＯ事務局長 渡邊敏雄 

ふじよしだフォーラム 2017 

（富士吉田市ＨＰより） 

Kaiho ５ 



 
富士吉田市立青少年センター 

赤い屋根だより   №29 

電話＆ＦＡＸ：0555-23-7252 

E-メール：akaiyane@mfi.or.jp 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.mfi.or.jp /akaiyane/ 

青少年センター赤い屋根 センター長 齋藤容子 
 
新年おめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。 

12 月のはじめから気温の低い日が続き、この冬は寒さが大変です。さらに雪もという事になるともっ

と覚悟が必要です。水道管の凍結などに特に気をつけて、広い館内外をしっかりと管理して行きましょ

う。 

１０月３日 消防署と市役所の職員の方々に協力を頂き防災訓練を行いました。 

       スタッフ一同真剣に取り組みました。 

１２月２日 インターナショナルともだちフェスタ 

       一所懸命に準備と呼び掛けをしたかいあって約３８０名の参加者があり、国際的なイベン

トの初回として大成功でした。多くの外国の方々、地域の方々に喜んでいただくことがで

きました。 

１２月９日 昨年好評だった子ども講座「干支の正月飾りをつくろう」今年は犬のかざりを作りました。 

12 月の親子講座として、粘土でつくろう「来年の

干支」を 12月 9 日（土）11：00と 13：00の 2 回

開催し 13 組の方々に参加していただきました。 

2018 年の干支である犬を皆で作り楽しい時間を

過ごしました。 

丸くて可愛いお顔や、細おもてのイケメン犬やら

みんな顔や体つきが違いまさにオンリーワンの完

成です。 

予告 

  １月 13 日 片岡伸介常設展示の完成披露 

 2 月    子ども講座「バドミントン体験」 

3 月    子ども講座「絵てがみ体験」 

 

 

ＮＰＯ事務局の渡辺敏雄さんが、 

平成 29 年度 富士吉田市文化功労賞 

を受賞されました！ 
 

おめでとうございます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（広報ふじよしだ 11 月より抜粋） 
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Kaiho ６ 

40年余り、川柳文芸に携わった経

験を生かし、市の川柳の普及に努

め、後進の指導にも熱心に取り組ん

でおられます。 

 現在は、県川柳協会理事や文化協

会の役員の要職を務め、富士吉田川

柳会で初心者の会を定期的に行っ

ており、また、新聞文芸欄への会員

の投句活動も積極的に推進されて

います。 


